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「葦J33号を発刊にあたり寄稿していただいた方々に厚くお礼申し

上げます。

未熟な夜、達の「葦Jの編集になりましたがご意見などがございまし

たらどうぞお申し出くださいませ。今後「葦Jがますます根強く成長

するようお祈りいたします。
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